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司
氏
、
そ
し
て
当
会
の
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
共
同
組
合
理
事
長
の
小
林

慎
一
氏
の
三
氏
を
お
招
き
し
て
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

　

県
で
最
初
の
指
定

管
理
者
と
な
っ
た

者
、
こ
れ
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
の
業

務
を
行
っ
て
い
く

者
、
ま
た
指
定
管
理

者
で
は
な
い
が
県
内

で
の
各
種
大
会
・
会
議
の
運
営
の
一
括
受
注
を

狙
っ
た
企
業
体
を
立
ち
上
げ
た
者
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
黒
田
氏
の

「
何
で
も
か
ん
で
も
（
指
定
管
理
を
）
取
れ
ば
い

い
の
で
は
な
く
熱
意
が
も
て
る
も
の
を
選
ぶ
の
が

大
事
。」
と
い
う
考
え
や
、
澤
氏
の
「
利
益
は
な

く
と
も
指
定
管
理
期
間
の
５
年
間
で
成
功
・
失
敗

に
関
わ
ら
ず
そ
の
な
か
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
た
い
。」

と
い
っ
た
想
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

各
氏
と
も
当
会
の
会
員
も
こ
の
制
度
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
て
欲
し
い
と
い
う
旨
の

発
言
が
あ
っ
た
が
、
終
盤
の
小
林
氏
の
「
一
番
大

事
な
の
は
ハ
ー
ト
」
と
い
う
発
言
に
あ
っ
た
よ
う

に
新
し
い
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
開
拓
精
神
・
情

熱
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
例

会
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

（
記
事
・
濵
田
）

議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
を
受
け
た
。
委
員
長
タ

イ
ム
に
は
来
月
の
例
会
担
当
を
控
え
た
司
法
問

題
研
究
委
員
会
堀

江
委
員
長
が
登
壇

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
因
ん
で
自
ら

の
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
経
験
に
触

れ
、
そ
の
失
敗
の

教
訓
と
し
て
「
適

度
の
緊
張
は
必
要

だ
が
、
過
ぎ
る
と

悪
循
環
に
陥
る
」

と
述
べ
、
最
後
に

「
来
月
は
今
迄
の

活
動
で
秘
密
に
し

て
い
た
点
を
披
露

す
る
。
お
楽
し
み

に
。」
と
好
奇
心

を
く
す
ぐ
る
締
め

を
し
た
。
旨
い
も

の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
鳥
取

県
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
の
黒
田
耕

氏
、
㈱
中
国
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
代
表
取

締
役
常
務
の
澤
英

２
月
例
会
開
催
！

　

平
成
18
年
２
月
15
日
（
水
）「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

ト
米
子
」
に
お
い
て
、
政
治
行
政
委
員
会
の
担
当

に
よ
る
鳥
取
県
西
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会　

平

成
17
年
度
２
月
例
会
、
並
び
に
臨
時
総
会
が
執
り

行
わ
れ
た
。
冒
頭
の
挨
拶
で
武
海
会
長
は
「
本
は

知
識
の
泉
で
あ

る
。『
買
え
ば

終
わ
り
』
で
は

無
く
、
五
感
を

駆
使
し
て
読
ん

で
初
め
て
血
肉

と
な
る
。
中
央

会
活
動
も
同
じ

事
が
言
え
る
。」

と
お
っ
し
ゃ
っ

た
。
臨
時
総
会

の
招
集
に
は
、
出
席
者
76
名　

委
任
状
９
名　

計

85
名
が
呼
応
し
た
。
議
長
は
、
水
副
会
長
が
選
任

し
た
。
武
海
会
長
は
【
第
一
号
議
案　

次
年
度
会

長
の
指
名
推
薦
】
と
し
て
福
田
一
哉
副
会
長
を
指

名
、
続
い
て
【
第
二
号

議
案　

次
年
度
県
会
長

候
補
の
指
名
推
薦
】
と

し
て
釜
田
公
文
県
出
向

監
事
を
指
名
し
た
。
水

議
長
の
進
行
の
下
、
両

会
長
・
県
会
長
決
定
！

〜
福
田
一
哉
物
語 

始
ま
る

釜
田
公
文 

出
撃
準
備
中
〜

　

平
成
18
年
２
月
15
日（
水
）に
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
次
年
度
会
長
に
決
定
し
た
福
田 

一

哉（
現
）副
会
長
に
抱
負
を
う
か
が
っ
た
。

　

「
31
年
間
続
い
て
き
た
青
年
中
央
会
の
方
向
性
、
歴
史
の
重
み
を
踏
ま
え
て
い
く
こ
と
は
当
然
だ

が
、
よ
い
意
味
で
の
“
殻
”
を
破
っ
て
い
き
た
い
。
」
「
縛
り
の
な
い
自
由
な
発
想
で
良
い
こ
と
は
良

い
で
ど
ん
ど
ん
変
え
、
“
ス
ピ
ー
ド
”
（
決
断
力
・
実
行
力
・
行
動
力
）
の
あ
る
工
夫
に
溢
れ
た
会
に

し
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ま
だ
模
索
中
で
は
あ
る
が
「
各
経
済
団
体
と
の
連
携
・
交
流
」
「
単
年
度
事
業
の
継
続
」

等
、
今
年
度
に
限
ら
ず
将
来
を
見
据
え
た
、
い
ろ
い
ろ
な
“
種
”
（
活
動
）
を
蒔
く
き
っ
か
け
を
作

り
、
会
員
の
意
識
向
上
、
自
己
研
鑚
の
場
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
」
そ
の
た
め
に
は
会
員
一

人
一
人
の
力
は
も
ち
ろ
ん
全
会
員
の
団
結
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

　

次
年
度
会
長
と
し
て
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

（
記
事
・
石
川
） 

　

平
成
18
年
２
月
15
日（
水
）に
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
次
年
度
県
会
長
候
補
に
選
ば
れ
た
、

釜
田
公
文（
現
）県
出
向
監
事
に
抱
負
を
う
か
が
っ
た
。
現
在
も
県
出
向
監
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
「
県
会
長
に
選
ば
れ
れ
ば
、
自
ら
発
案
し
意
見
を
受
け
る
立
場
に
変
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
て
活
動
に
臨
ん
で
ゆ
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
な
ど
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
選
任
さ
れ
た
時
の
抱
負
で
す
が
、
「
現
在
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
県
の
活
動
と
は
別

に
、
県
中
央
会
を
見
つ
め
な
お
し
て
新
た
な
活
動
を
始
め
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
教
育
委
員
会
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
地
域
の
子
供
た
ち
に
、
仕
事
を
す
る
、
お
金
を
稼
ぐ
と
い
う
こ
と
の
尊
さ
、
難
し

さ
、
面
白
さ
な
ど
を
教
え
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
経
済
団
体
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

大
変
忙
し
い
中
時
間
を
随
分
さ
い
て
い
た
だ
き
、
地
域
社
会
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
・
松
本
）

次年度

候
補

次
年
度
県
会
長
候
補
決
定
！
抱
負
を
聞
く
！

次
年
度
会
長
決
定
！
抱
負
を
聞
く
！

次年度会長

福田　一哉
（中央会略歴）
H11.06（H10年度）入会
H13年度　副委員長
H15年度　委員長
H16年度　副会長
H17年度　副会長

次年度県会長候補

釜田　公文
（中央会略歴）
H07.11（H7年度）入会
H10年度　副委員長
H12年度　委員長
H13年度　県出向
H14年度　副会長
H16年度　監　事
H17年度　県出向監事

　県青中の上海市経済交流事業研修が平成18年2月25日〜27日の2泊3日で行われた。参
加する東部・中部・西部の参加会員30名が岡山空港内にある二階の会議室『瀬戸』に一堂が　
会し、結団式を執り行った。家高県会長より「中央会会員として恥かしくない行動と東中西
の交流を心掛けて下さい」との訓示を頂き、一路上海へと出発した。
　上海浦東国際空港に降り立った我々は、空港〜龍陽路駅
を結ぶ磁気浮上式鉄道『上海トランスラピッド』に乗車し、
時速430ｋｍで上海市内に入城する。
　宿泊先の華亭賓館に到着早々、二階の研修会場へ入り、『山
陰合同銀行上海事務所長』足立明彦氏、同事務所　一村剛氏、

『鳥取県大連事務所長』山本桂司氏、『サンラックインターナ
ショナル』瀬川浩一氏らをお迎えし、本日の意見交換勉強会

『中国・上海の情勢と鳥取の企業進出について』を開催した。
山本所長には昨年の大連研修で、又合銀の足立所長には県内でお世話になっており、サン
ラックの瀬川氏は東部の方なので既知の方も多い事だろう。上海市と周辺の現状・傾向を主
としたお話や上海でのビジネスチャンスについてご紹介頂き、盛り沢山の情報で頭が一杯に
なりながら、本日の研修を終了した。
　26日、午前中は全国重点文物保護単位『豫園』の観光である。周辺地区には古い街頭を模
した『豫園商場』にお土産店が沢山出ており、思わずフラフラと迷子になる者（特に西部）が
続出したが、それ程に観光地としての魅力と情緒に満ちている場所だった。
　午後はセミナーとなっており、『上海泉能貿易有限公司総経理』小谷学氏、『メディア漫歩』
安永博信氏、『上海萬年電気設備有限公司総経理』難波伴典氏、『上海日本商工クラブ理事長』・

『福井県上海事務所経済顧問』珠村義朗氏、昨日ご登壇頂い
た山本所長と市村氏らをお迎えし、実際に上海で活躍して
おられる方々から現地の状況をご講演頂いた。昨日より多
い情報量のセミナーも終了した。
　27日、早朝6時半に飛行場へ向かうバスの中で眠い目を
擦る同志達。帰国の途に着く我々の研修旅行は慌しくも無
事終了したのである。　　　　　　　　　　

（記事・長谷川）

上海でのビジネスチャンスをさがす！
〜県青中海外研修報告〜



3月役員会報告

3月例会（臨時総会）案内

メディアコミュニケーション委員会
平成18年2月8日（水）於：ホールサムインかいけ 出席者／17名
議題／ハンサム、HP、中央会番組、6月例会について

みらいづくり委員会
平成18年2月8日（水）於：ホテルサンルート米子 出席者／9名
議題／日本食品工業㈱ＥＭ事業部長　渡部　敏樹氏をお招きして、Ｅ
Ｍ菌についての勉強会

政治行政委員会
平成18年2月7日（火）於：米子ニューアーバンホテル 出席者／13名
議題／2月担当例会について

ビジネス交流委員会
平成18年2月6日（月）於：米子全日空ホテル 出席者／12名
議題／オープン委員会

　　　演題　「経営者は語る！」
　　　講師　山陰酸素工業㈱　代表取締役社長　並河　勉 氏　

司法問題研究委員会
平成18年2月8日（水）於：ホールサムインかいけ 出席者／11名
議題／3月担当例会について

総務委員会
平成18年2月6日（月）於：ホールサムインかいけ 出席者／16名
議題／4月レクリエーション例会について

ビジョン検討委員会
平成18年2月10日（金）〜11日（土）  於：緑水湖「虹の森バンガロー」 出席者／ 11名
議題／「明日の中央会を考える」について

※役員会報告・連絡事項、会員拡大の件は各委員会とも行われています。
※詳細については各委員長までご参照ください。

2月度委員会報告

記
者
が
選
ぶ
！
突
撃
！

気
に
な
る
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
て
…

浜　

義
徳
Ｏ
Ｂ

〈
近
況
報
告
〉

　

浜　

義
徳
Ｏ
Ｂ
は
、
平
成
16
年
２
月
に
「
㈲
ジ
ャ

ン
グ
ル
＆
ビ
ー
チ
」を
設
立
さ
れ
、
平
成
16
年
10
月

に
は「
元
気
亭
」と
い
う
海
鮮
料
理
の
お
店
と
、「
が

ん
ば
り
や
」と
い
う
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
バ
イ
キ
ン
グ
の

お
店
、
２
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
奥
森
隆

夫
Ｏ
Ｂ
と
共
同
経
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

〈
中
央
会
現
役
の
頃
と
卒
会
後
で
ど
ん
な
変
化
が
あ

り
ま
し
た
か
？
〉

　
「
自
分
の
場
合
は
他
の
人
よ
り
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
卒
会
半
年
前
に
所
属
企
業
が
倒
産
。
退
会
届

を
出
し
ま
し
た
が
、
土
井
一
朗
さ
ん
と
岩
田
慎
介
さ

ん
に
説
得
さ
れ
、卒
会
ま
で
い
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
通
い
な
が
ら
の
卒
会
で
し
た
。」と

当
時
を
振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
卒
会
後
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
経
営
者
と
な
り
、
環
境
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
結
果
を
出
せ
ば
Ｏ

Ｋ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
経
営
者
に
な
っ
て
始
め
て
資

金
繰
り
や
雇
用
の
難
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。」と
の

事
で
し
た
。

松
浦
光
善
会
員

31
期
卒
会
記
念
！

思
い
出
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

〈
現
役
時
代
の
思
い
で
は
？
〉

　
「
卒
会
１
年
前
に
副
会
長
を
さ
せ
て
頂
い
た
時（
土

井
一
朗
会
長
）、
ス
ポ
ー
ツ
中
に
骨
折
し
て
入
院
し
、

他
の
３
人
の
副
会
長
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
事
で

す
。」と
。
ま
た
、「
同
じ
頃
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の

事
で
夜
中
の
３
時
ま
で
役
員
会
を
し
た
事
を
覚
え
て

い
ま
す
。米
子
食
品
会
館
は
21
：
０
０
ま
で
な
の
で
、

外
の
駐
車
場
で
議
論
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

自
分
の
発
案
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
高
校
生
以
上

だ
っ
た
の
を
中
学
生
ま
で
広
げ
、
境
港
の
全
中
学
校

が
参
加
し
て
下
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」と
当
時

を
懐
か
し
そ
う
に
、
ま
た
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

〈
現
役
会
員
に
一
言
下
さ
い
〉

　
「
自
分
は
、
土
井
一
朗
さ
ん
の
『
経
営
者
と
し
て
、

ま
ず
決
意
せ
よ
！
』と
い
う
言
葉
に
感
銘
し
経
営
者

に
な
る
決
意
を
し
ま
し
た
。
現
役
の
皆
に
は
ハ
メ
を

は
ず
す
と
こ
ろ
は
思
い
切
り
は
ず
し
、
締
め
る
と
こ

ろ
は
ピ
シ
ッ
と
締
め
る
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
活
動
を

し
て
欲
し
い
で
す
。
卒
会
す
る
と
ハ
メ
な
ん
て
は
ず

せ
な
い
で
す
か
ら
。」

〈
浜
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
た
理
由
〉

　

野
球
部
で
Ｏ
Ｂ
の
方
に
案
内
を
出
す
時
に
、
徳
中

Ｏ
Ｂ
が
「
必
ず
案
内
を
出
す
よ
う
に
。」と
言
わ
れ
た

お
一
人
で
し
た
。
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
た
先
輩
だ

け
に
、す
ご
く
楽
し
み
に
取
材
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

普
段
聞
け
な
い
よ
う
な
貴
重
な
体
験
談
ま
で
お
伺
い

す
る
事
が
で
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
お
時
間
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
中
央
会
の
入
会
よ
り
野
球
部
の
方
が
先
だ
と

お
聞
き
し
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
・
・
・
。

（
記
事
・
牧
田
）

　昨年の事で恐縮だが、今だから語れるこんな
事がありました。（本人でしか書けない事実）
　某会員（私自身）忘年委員会のとき暴飲暴食
がたたってか、委員会終了後にぶっ倒れてしま
いました。ＴＶのスイッチが切れるように意識
がとおのき、気持ちよく救急車に乗り、はっき
りと気が付いたのはＣＴスキャンの機械の上。
何事も無くおさまったものの、周りの人たちは
大騒ぎ。自宅を探すのに某代行会社のシステム
が大活躍したとか。本人はそんな事はまったく
記憶に無く、なぜ頭が痛いのかさえ不思議なく
らい。もう若くはない事を認識させられた事件
であった。
　その節は関係各位にご迷惑をおかけした事を
お詫びいたします。そして、委員長をはじめと
する委員会メンバーの対応に感謝。

　　　　　　　　　　　　　（記事・平新）

３面記事　おもしろネタ！３面記事　おもしろネタ！

　平成11年度入会以来「卒会」という日がこんなに早く来るとは・・・
　入会当時は中央会の事が何も分からず迷路に入った子羊のようでした。「先輩
には名前を覚えてもらえ」と助言を戴き、とにかくすべての行事（夜も）に参加し
ました。結果、アピールの方向が予定とは違いましたが（数々の大虎伝説？）いち
早く会に溶け込む事が出来ました。以来、副委員長、委員長、副会長と三年連続
で大役をおおせつかり少しは中央会に御恩返しが出来たかなと思っております。
こんな私を最後まで温かく見守り、お付き合いいただいたＯＢ及び会員の皆様に
感謝致します。有難うございました。

　と　き：平成18年3月15日（水）18：30〜食事  19：00〜開会
　ところ：米子全日空ホテル　　
　講　師：アザレア法律事務所　杉山 尊生 弁護士
　テーマ：「みんなが裁判員！キタ━━━( ﾟ∀ﾟ )━━━!!!」フォーラム形式
　担　当：司法問題研究委員会

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
創
生
」

夢
を
持
っ
て
挑
め
ば
、
必
ず
実
現
す
る

あ
な
た
の

は
な
ん
で
す
か

夢夢
蓼
本
満
梨
子
会
員

　

つ
い
先
日
、

実
家
の
押
入
れ

を
掃
除
し
て
い

た
ら
、
中
学
生

の
時
の
文
集
が

出
て
き
た
。
自

分
の
夢
を
自
由

に
１
ペ
ー
ジ
使
っ
て
表
現
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
真
面
目
に
作
文
や
詩

を
書
い
て
い
る
中
、
私
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
た
だ

一
言
大
き
な
文
字
で
、『A

m
erican D

ream
s 

C
om

e True!

渡
米
し
そ
れ
を
も
と
に
成
功
す

る
』と
書
い
て
い
た
。
当
時
の
自
分
は
大
真
面
目

で
あ
っ
た
が
、
字
の
汚
さ
と
言
い
、
こ
の
文
集
を

同
級
生
が
全
員
捨
て
て
し
ま
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
っ
た
。

　

新
卒
で
社
長
の
次
に
今
の
会
社
に
入
社
し
て
か

ら
六
年
、
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
た
。
当
時
の
夢

は
、
ア
ド
・
ワ
ー
ク
と
い
う
社
名
が
、
こ
こ
鳥
取

県
西
部
で
認
知
さ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
。
お
客
様
に

助
け
ら
れ
、
今
で
は
社
員
も
十
名
に
増
え
た
。
し

か
し
、
当
時
の
夢
は
ま
だ
ま
だ
叶
っ
て
い
な
い
。

　

思
え
ば
、あ
の
文
集
を
書
い
た
の
が
十
五
年
前
。

今
か
ら
十
五
年
後
と
い
う
と
、
丁
度
卒
会
の
歳
に

当
た
る
。
こ
の
夢
が
卒
会
の
時
、
読
み
返
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
日
々
精
進
し
た
い
。

〈
蓼
本
会
員
を
選
ん
だ
理
由
〉

　

入
会
し
て
は
や
２
年
、
中
央
会
の
わ
れ
ら
が
ア

イ
ド
ル
？
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
蓼
本
会
員
の
夢
、
み
な

さ
ん
知
り
た
い
で
し
ょ
。
っ
て
わ
け
で
ち
ょ
っ
と

期
待
し
て
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た
。

　
「D

ream
s C

om
e True

」、
夢
見
れ
ば
必
ず

か
な
う
！
未
来
の
会
長
も
夢
み
て
ほ
し
い
。

（
記
事
・
山
口
）

　２月25日から３日間海外研修、お疲れさまでし
た！今年は多数のご参加を頂き感謝しております。
　さて、次なる県青中の行事ですが、２月の役員会
にてご報告したとおり、５月21日「会員親睦事業」が
控えております。３・４月の県役員会で詰めていき
ますが、４月には内容等がご報告できると思います。
皆さんに多数参加頂きたく、早めに日程を決めさせ
て頂いておりますので、是非よろしくお願いいたし
ます。
　特に新入会員の皆様！中央会活動を知る上で、県
の行事はチャンス！と思ってください。いつもより
長い時間を先輩たちとバスの中で過ごします。苦痛
な場合もたまにある（！？）かもしれませんが、交流
が深められる良い機会です。率先して参加してくだ
さい！

（記事・牧田県出向）

　

平
成
18
年
２
月

11
日
（
土
）・
12
日

（
日
）
に
ち
ょ
っ
と

趣
向
を
変
え
て
南
部

町
・
緑
水
湖
の
辺
に

あ
る
「
虹
の
森
バ
ン

ガ
ロ
ー
」
３
棟
を
借

り
て
の
お
泊
り
委
員

会
と
し
た
。「
明
日

の
中
央
会
を
考
え
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て

い
る
我
が
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
で
は
毎
回
白
熱

し
た
論
議
が
展
開
さ
れ
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
は

結
論
に
達
せ
ず
残
念
な
が
ら
生
煮
え
の
ま
ま
終
了

と
い
っ
た
事
も
有
っ
た
の
で
、
年
度
後
半
を
迎
え

た
こ
の
時
期
に
一
度
時
間
制
限
一
切
無
し
で
と
こ

と
ん
意
見
を
ぶ
つ
け
合
え
る
場
を
持
ち
た
い
と
の

想
い
か
ら
今
回
の
設
定
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
猪
肉
を
使
っ
た
「
ぼ
た
ん
鍋
」
を
囲
み

な
が
ら
の
和
や
か
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
内

容
的
に
は
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
対
す
る
取
組

み
」・「
中
央
会
の
好
き
な
所
、
嫌
い
な
所
」・「
今

後
の
会
に
期
待
す
る
事
」etc.

様
々
で
あ
っ
た

が
、
帰
宅
し
な
く
て
も
良
い
と
い
う
解
放
感
か
ら

か
ア
ル
コ
ー
ル
の
方
も
順
調
に
進
み
、
気
が
付
く

と
か
な
り
興
奮
気
味
（
本
音
丸
出
し
？
）
の
意
見

が
飛
び
交
っ
て
い
た｡

具
体
的
な
発
言
を
こ
こ
で

紹
介
す
る
に
は
と
て
も
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
が

翌
朝
、
会
長
以
下
参
加
者
全
員
の
目
の
下
に
う
っ

す
ら
と
隈
（
ク
マ
）
が
浮
い
て
い
た
と
い
え
ば
論

戦
の
激
し
さ
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

今
回
の
様
な
企
画
は
正
直
、
手
間
も
費
用
も
掛
か

る
が
、
そ
れ
以
上
に
得
る
も
の
の
多
い
充
実
し
た

２
日
間
で
あ
っ
た
。

（
記
事
・
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会　

花
園
委
員
長
）

〈コメント〉
　このたび、2月より入会させていただきました、小川と申しま
す。
　㈱ライトスタッフで営業をさせていただいております。様々な業
種の方が集まり、同じ目標に向かって進んで行く、当会に魅力を感
じています。
　微力ではありますが、中央会の庶事を精務してまいりたいと思い
ますので、よろしくご指導お願いします。

（
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

Ｈ18.02（H18年度）入会
（推薦者）福庭（貴）
	 夏野（慎）

小
お

　川
がわ

　敦
あつ

　弘
ひろ

	 Ａ型 
㈱ライトスタッフ	 ディレクター
広告代理業
〒683-0853　米子市両三柳214
ＴＥＬ	37-3360　ＦＡＸ	31-5506
（KT）080-7125-8697
（EM）right@sanmedia.or.jp
〈自宅〉〒683-0035
　　　米子市目久美町90-25
	　　　☎	33-4588　　　　Ｓ42.02.23	

〈コメント〉
　はじめまして、㈲ビルトミチダ、専務取締役の道田直樹と申しま
す。中央会では、様々な研究、研修を行い色々な人と交流をもっ
て、自分自身の成長、中小企業の発展に努めていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いします。

（
総
務
）

Ｈ18.02（H17年度）入会
（推薦者）田中（英）
	 花園（直）

道
みち

　田
だ

　直
なお

　樹
き

　	 Ａ型 
㈲ビルト・ミチダ	 専務取締役
鳶・土木・工事業
〒684-0064　境港市三軒屋町2493-3
ＴＥＬ	45-6100　ＦＡＸ	45-5260
（KT）090-1013-1574
（EM）mitida@sanmedia.or.jp
〈自宅〉〒684-0064
　　　境港市三軒屋町2503-2
	　　　☎	47-2825　　　　Ｓ49.11.16

〈コメント〉
　はじめまして、㈱フルチャージの三瓶泰史です。仕事はＯＡ機器
の営業をしています。あまり聞かない苗字ですが県外から来まし
た。生まれは福島県、育ちは東京都八王子市です。鳥取県生まれ鳥
取県育ちではありませんが、県外出身で中央会に入会したことによ
りこれから第二の故郷として地域貢献できるようがんばっていきた
いと思います。何事も日々勉強、色々なことを吸収して少しでも力
になっていきます。ご迷惑をおかけする事もあると思いますが宜し
くお願い致します。

（
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

Ｈ18.08（H18年度）入会
（推薦者）中村（臣）
	 牧田（継）

三
さん

　瓶
ぺい

　泰
やす

　史
し

	 Ｂ型 
㈱フルチャージ	 課長代理
事務機器販売
〒683-0017　米子市宗像53-9
ＴＥＬ	26-6878　ＦＡＸ	26-6880
（KT）090-6489-7665
（EM）Yasushi_Sanpei@ie-group.co.jp
〈自宅〉〒683-0805
　　　米子市西福原8-14-19	スカイマンションB101号
	　　　☎	47-2825　　　　Ｓ53.10.15	

松
まつ

本
も と

凜
り ん

太
た

朗
ろ う

ちゃん
平成18年2月5日生まれ

松本誠二会員の
（第一子）

土
井
裕
次
会
員

　これは総務委員会での景川ＯＢの追い出しの時、某ホテル中
庭でのビール掛け前の記念写真です。テレビでは見たことがあ
りましたが、まさか自分がするとは？これから先の写真はいろ
いろ有り掲載できません。中央会に入会し、いろいろな事業や
企画に参加しましたが、やるときは何でも一生懸命やることが
大事だな、と思いました。中央会活動も後わずかになりました。
悔いを残さない残さない様がんばって行きたいと思います。

徹
底
討
論
！

徹
底
討
論
！

〜
ビ
ジ
ョ
ン
検
討　

お
泊
ま
り
委
員
会
開
催
〜

（
社
名
変
更
）
北
口
智
明
会
員

　

旧
社
名
：
北
口
鉄
筋

　

新
社
名
：
有
限
会
社　

キ
タ
グ
チ

赤ちゃん誕生！赤ちゃん誕生！
おめでとうございます

　マラソン部員の人選も終り、現在は人員を各グルー
プへの落とし込み作業と、これから始まるマラソン
部の各行事と第一回マラソン部会を開く為の準備を
しております。また、来年はマラソンコース及びゴー
ルが変わるため、並行して事業を行わなければなり
ません。そのため、今期のマラソン部は非常に仕事
量が増えております。
　我々マラソン部は、大会までにするべき準備を今
から始め、当日までの約4 ヶ月間を充実したものに
する為、努力を惜しまず頑張ってまいります。どう
ぞ皆様ご指導とご鞭撻そして暖かい心をマラソン部
に投げかけてやってください。宜しくお願い致しま
す。

（記事・マラソン部　山根部長）

トライアスロン活動状況報告トライアスロン活動状況報告

　3月定例役員会が平成18年3月1日（水）、米子食品会館にて開催さ
れました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・次年度副会長指名推薦の件　　
　・3月、4月例会の件
※なお、詳細については委員長までご参照ください。

〜マラソン部篇〜


